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施
設
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挨
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新
施
設
長
挨
拶
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施
設
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挨
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春
光
麗
か
な
季
節
を
迎
え
、
心

地
よ
い
日
々
が
増
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

当
苑
、
恒
例
行
事
の
一
つ
で
あ

る
〝
お
花
見
〟
を
三
月
三
十
一

日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。 

今
年
も
例
年
ど
お
り
、
ス
タ
ッ

フ
は
一
週
間
前
か
ら
ソ
ワ
ソ
ワ

…
。 

天
気
と
桜
の
開
花
状
況
ば
か
り

気
に
し
て
い
ま
す
。 

い
つ
も
以
上
に
暖
か
く
『
開
花

が
早
す
ぎ
る
！
！
』 

前
日
に
は
風
も
強
く
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
が
、
何
と
か
八
割
九

割
桜
は
残
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

当
日
二
階
の
居
室
、
特
等
席
の

一
部
屋
を
お
借
り
し
て
、
飾
り

つ
け
や
桜
の
ア
ロ
マ
を
焚
き
、

お
琴
の
曲
を
か
け
準
備
。 

そ
し
て
ご
入
所
者
様
を
数
人
ず

つ
お
連
れ
す
る
と
、
み
る
み
る

皆
さ
ん
の
表
情
が
パ
ア
ー
っ
と

明
る
く
な
り
『
わ
ぁ
！
』
と
声

も
漏
れ
、
瞳
が
キ
ラ
キ
ラ
☆
そ

の
姿
に
ス
タ
ッ
フ
達
は
ニ
コ
ニ

コ
。 

温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
頂

き
な
が
ら
、
暫
し
の
桜
観
賞
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ

ま
し
た
。 

こ
の
後
、
午
後
か
ら
は
食
堂
に

集
ま
っ
て
頂
い
て
の
〝
お
茶
会

〟
で
す
。 

栄
養
士
さ
ん
を
始
め
ス
タ
ッ
フ

が
せ
っ
せ
と
点
て
た
抹
茶
と
和

菓
子
の
セ
ッ
ト
を
召
し
上
が
っ

て
頂
き
ま
し
た
。 

も
っ
と
沢
山
の
笑
顔
が
見
ら
れ

る
様
に
、
来
年
は
満
開
の
日
取

り
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！ 

 
 

 
 

介
護 

宮
本 

潔
子 

『『『『
お
花
見
会
開
催
』』』』    

『
お
花
見
日
和
で
す
』 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
よ
り

大
塚
施
設
長
の
後
任
と
し
て

『
介
護
老
人
保
健
施
設
長
生

苑
』
の
施
設
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
、
後
畠
弘
（
う
し

ろ
ば
た
ひ
ろ
し
）
と
申
し
ま

す
。 

誠
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
全
力
で
取
り
組
み
全
職

員
と
と
も
に
精
励
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

時
を
同
じ
く
し
て
ま
さ
に
平

成
三
十
年
四
月
一
日
よ
り
介

護
報
酬
が
改
定
さ
れ
て
、
老

健
の
役
割
が
よ
り
一
層
在
宅

支
援
の
施
設
と
し
て
明
記
さ

れ
ま
し
た
。 

長
生
苑
も
在
宅
支
援
の
施
設

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
・

船
出
し
ま
す
。 

そ
の
舵
取
り
と
し
て
の
職
務

に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す

。
私
は
、
平
成
二
十
五
年
福

島
原
発
事
故
に
よ
る
医
師
不

在
地
援
助
の
為
、
南
相
馬
市

老
健
施
設
『
長
生
院
』
に
勤

務
し
ま
し
た
。 

今
度
は
守
口
市
の
老
健
『
長

生
苑
』
に
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
、
何
か
の
縁
を
感
じ
ま

す
。 

今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
施

設
と
し
て
、
ご
利
用
さ
れ
る

方
々
、
ご
家
族
様
に
満
足
し

て
頂
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
出
来
る
よ
う
に
職
員

一
丸
と
な
り
実
践
し
て
い
き

ま
す
。 

な
に
と
ぞ
前
任
者
同
様
格
別

の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

施
設
長 

後
畠 

弘 

『 

奈
良
の
馬
見
丘
陵
公
園
・ 

 
 

 

ハ
ン
カ
チ
の
木
で
す
』 
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『『『『
施
設
施
設
施
設
施
設
の
お
い
し
い

の
お
い
し
い

の
お
い
し
い

の
お
い
し
い    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

メ
ニ
ュ
ー

メ
ニ
ュ
ー

メ
ニ
ュ
ー

メ
ニ
ュ
ー
』』』』    

編
集
後
記 

新
年
度
が
始
ま
り
早
や
ひ
と
月
近
く
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
も
間
近
で
す
。
公
私
と
も
に
充
実
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
Ｍ
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

発
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医
療
法
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浦
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入
所
入
所
入
所
入
所
・・・・
短
期
入
所

短
期
入
所

短
期
入
所

短
期
入
所
・・・・
通
所
通
所
通
所
通
所 

 
 

 
 

 
 

 

利
用
状
況

利
用
状
況

利
用
状
況

利
用
状
況
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
』』』』     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
だ
い
ま
入
所
・
短
期
入
所
・
通
所

の
各
サ
ー
ビ
ス
に
お
き
ま
し
て
は
、

速速速速
や
か
に
ご

や
か
に
ご

や
か
に
ご

や
か
に
ご
案
内
案
内
案
内
案
内
で
き
る

で
き
る

で
き
る

で
き
る
状
態
状
態
状
態
状
態
と
な
と
な
と
な
と
な

っ
て
お
り
ま
す

っ
て
お
り
ま
す

っ
て
お
り
ま
す

っ
て
お
り
ま
す
！！！！    

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

（
デ
イ
ケ
ア
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

無
料
体
験

無
料
体
験

無
料
体
験

無
料
体
験
をををを
受
付
中

受
付
中

受
付
中

受
付
中
で
す
で
す
で
す
で
す
。。。。    

そ
の
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

以
下
の
担
当
者
ま
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。 

長
生
苑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し

て
も
、
ご
参
照
願
い
ま
す
。 

 

入
所
・
短
期
入
所
担
当 

支
援
相
談
員 

城
本
・
久
木
野
・
南
地 

 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

（
デ
イ
ケ
ア
）
担
当 

住
岡
・
清
水 

お
花
見
特
別
食 

・
桜
寿
司 

・
か
つ
お
の
た
た
き 

・
筍
木
の
芽
和
え 

・
胡
麻
豆
腐 

・
桃
ミ
ル
ク
ゼ
リ
ー 

 
 

『春の匂いが漂う特別食です』 

『『『『
カ
ビ
カ
ビ
カ
ビ
カ
ビ
発
生
発
生
発
生
発
生
に
ご
に
ご
に
ご
に
ご
注
意
注
意
注
意
注
意
をををを
！
』
！
』
！
』
！
』    

梅
雨
の
時
期
に
は
ま
だ
間
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
は
『
カ
ビ
』
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
す
。 

カ
ビ
菌
の
種
類
は
細
か
く
分
け
る

と
約
三
万
種
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
新
種
の
カ
ビ
菌
も
頻
繁
に
発

見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

そ
の
中
で
も
今
回
は
私
た
ち
の
身

近
に
あ
る
カ
ビ
菌
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 

黒黒黒黒
カ
ビ
カ
ビ
カ
ビ
カ
ビ
：
も
っ
と
も
有
名
で
湿
気

が
多
い
場
所
に
生
え
る
カ
ビ
で
す

。
見
た
目
は
黒
く
、
繁
殖
力
も
強

い
カ
ビ
で
、
乾
燥
等
に
も
強
く
ア

レ
ル
ギ
ー
の
原
因
に
も
な
る
厄
介

な
カ
ビ
菌
で
す
。 

浴
室
や
壁
、
野
菜
や
衣
類
な
ど
に

多
く
発
生
し
ま
す
。 

青青青青
カ
ビ
カ
ビ
カ
ビ
カ
ビ
：
チ
ー
ズ
に
も
よ
く
使
わ

れ
る
カ
ビ
菌
で
す
。 

身
近
な
発
生
場
所
は
、
み
か
ん
や

パ
ン
や
乳
製
品
等
に
発
生
し
、
種

類
に
よ
っ
て
は
家
具
や
押
し
入
れ

・
畳
に
も
発
生
し
ま
す
。 

ス
ス
カ
ビ

ス
ス
カ
ビ

ス
ス
カ
ビ

ス
ス
カ
ビ
：
果
物
や
う
ど
ん
等
に

よ
く
見
ら
れ
る
、
灰
黒
色
、
綿
毛

状
の
カ
ビ
菌
で
す
。 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
腐
ら
せ
る
ほ
ど

強
い
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

喘
息
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る

の
で
特
に
注
意
が
必
要
な
種
類
で

す
。 

主
な
発
生
場
所
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ク

ロ
ス
・
シ
ャ
ワ
ー
カ
ー
テ
ン
・
ク

ー
ラ
ー
内
部
・
椅
子
や
タ
ン
ス
の

裏
側
・
衣
類
等
で
す
。 

こ
れ
ら
の
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
く

な
る
条
件
は
、
湿
度
（
八
十
％
以

上
）
・
温
度
（
二
～
三
十
度
位
）

・
汚
れ
（
汚
れ
や
ホ
コ
リ
が
大
好

物
）
・
酸
素
（
空
気
に
触
れ
る
こ

と
で
活
性
化
す
る
）
で
す
。 

そ
し
て
こ
れ
ら
に
配
慮
し
た
環
境

を
作
る
だ
け
で
も
、
カ
ビ
予
防
に

大
変
有
効
で
す
。 

家
庭
内
で
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
い

代
表
的
な
場
所
は
お
風
呂
場
で
す

。
使
用
後
に
壁
や
浴
槽
等
に
付
い

た
泡
や
石
鹸
カ
ス
を
よ
く
洗
い
流

す
こ
と
で
す
。 

初
め
は
お
湯
で
綺
麗
に
落
と
し
、

そ
の
後
冷
水
で
流
し
ま
す
。 

壁
や
床
に
付
い
て
い
る
水
滴
を
ふ

き
取
り
、
乾
い
て
る
状
態
で
ア
ル

コ
ー
ル
を
使
っ
て
壁
や
床
を
消
毒

す
る
の
も
予
防
に
効
果
的
で
す
。 

 
 

 
 

看
護 

石
田 

伊
代
子 



第33号 

先
輩
の
長
谷
川
介
護
主
任
と
タ
イ

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

タ
イ
の
あ
ち
こ
ち
に
残
る
、
水
上

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
、
最
も

有
名
な
の
が
こ
こ
『
ダ
ム
ヌ
ン
サ

ド
ゥ
ア
ッ
ク
』
の
水
上
マ
ー
ケ
ッ

ト
。 

バ
ン
コ
ク
か
ら
は
観
光
ツ
ア
ー
が

出
て
い
ま
す
。 

か
な
り
距
離
が
あ
っ
て
、
時
間
も

か
か
り
ま
す
が
、
行
っ
て
損
な
し

！
と
て
も
楽
し
い
で
す
。 

次
は
タ
イ
の
観
光
の
目
玉
で
あ
る

『
ワ
ッ
ト
プ
ラ
ケ
オ
（
王
宮
）
』

。 寺
院
な
の
で
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ

や
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
な
ど
の
露
出
度

が
高
い
服
装
で
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。 

で
も
、
大
丈
夫
！ 

ち
ゃ
ん
と
、
腰
に
巻
く
布
や
ズ
ボ

ン
を
貸
し
て
く
れ
ま
す
。 

借
り
る
と
き
に
お
金
を
預
け
て
返

し
た
時
に
お
金
を
返
し
て
く
れ
る

シ
ス
テ
ム
だ
そ
う
で
す
。 

タ
イ
の
人
は
無
料
、
外
国
人
は
五

百
バ
ー
ツ
（
千
五
百
円
）
で
す
。

物
価
の
安
い
タ
イ
で
す
が
、
こ
こ

だ
け
は
結
構
高
か
っ
た
で
す
。 

初
め
て
の
海
外
旅
行
と
い
う
こ
と

で
不
安
で
し
た
が
、
現
地
の
方
の

元
気
な
笑
顔
や
、
タ
イ
の
文
化
に

触
れ
、
時
間
を
忘
れ
楽
し
み
ま
し

た
。 

心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
タ

イ
旅
行
で
し
た
！ 

 
 

 
 

 

介
護 

原
崎 

健
一 

『『『『
‐‐‐‐
デ
イ
ケ
ア

デ
イ
ケ
ア

デ
イ
ケ
ア

デ
イ
ケ
ア
便便便便
りりりり
‐‐‐‐
守
口
大
根

守
口
大
根

守
口
大
根

守
口
大
根
』』』』    

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

コ
ン
テ
ス
ト
当
日
、
ハ
イ
エ
ー
ス

に
乗
せ
て
運
ん
だ
長
生
苑
大
根
は

な
ん
と
！
六
十
九
・
五
セ
ン
チ
と

認
定
。
残
念
な
が
ら
入
賞
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
よ
り
も
大

き
く
育
っ
た
可
愛
い
守
口
大
根
。 

コ
ン
テ
ス
ト
後
は
菜
め
し
や
お
で

ん
、
通
所
者
様
手
作
り
の
す
き
焼

き
へ
と
形
を
変
え
、
皆
さ
ん
で
美

味
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

来
年
も
懲
り
ず
に
挑
戦
し
、
今
度

は
ど
ん
な
料
理
に
な
る
か
な
？
と

す
き
焼
き
を
食
べ
な
が
ら
思
い
ま

し
た
。 

デ
イ
ケ
ア
副
主
任 

清
水 

庸
子 

二
月
十
五
日
『
第
６
回
守
口
大
根
長

さ
コ
ン
ク
ー
ル
』
が
市
役
所
で
開
催

さ
れ
、
今
年
も
参
加
し
て
き
ま
し
た

。
前
回
は
初
参
戦
で
も
あ
り
六
十
一

セ
ン
チ
と
い
う
寂
し
い
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
が
、
今
年
も
変
わ
ら
ず
の

牛
乳
パ
ッ
ク
栽
培
に
加
え
、
念
願
の

木
箱
を
作
っ
て
も
ら
い
、
今
年
こ
そ

！
と
水
や
り
に
励
み
ま
し
た
。 

例
年
に
な
い
寒
暖
差
の
中
、
種
ま
き

の
時
期
が
遅
れ
、
や
っ
と
出
た
新
芽

を
カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
霜
よ
け
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ

せ
、
ご
入
所
者
様
や
通
所
者
様
、
面

会
に
来
ら
れ
た
ご
家
族
様
か
ら
の
暖

か
い
声
援
と
愛
情
を
受
け
た
大
根
は

『認定証をいただきました』 

『『『『
‐‐‐‐
職
員
投
稿

職
員
投
稿

職
員
投
稿

職
員
投
稿

‐‐‐‐
初初初初
め
て
の

め
て
の

め
て
の

め
て
の
海
外
旅
行

海
外
旅
行

海
外
旅
行

海
外
旅
行
』』』』

『水上マーケット風景』 

『最後はすき焼きになりました』 

『荘厳なワットプラケオ』 

長生苑ネットワーク 

『『『『
委
員
会
年
度
末

委
員
会
年
度
末

委
員
会
年
度
末

委
員
会
年
度
末
・・・・
新
年
度

新
年
度

新
年
度

新
年
度
テ
ー
マ

テ
ー
マ

テ
ー
マ

テ
ー
マ
発
表
会

発
表
会

発
表
会

発
表
会
』』』』    

『『『『
口
腔
口
腔
口
腔
口
腔
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
勉
強
会
開
催

勉
強
会
開
催

勉
強
会
開
催

勉
強
会
開
催
』』』』    

『
歯
科
医
師
に
よ
る
講
義
で
す
』 

四
月
二
十
日
、
『
口
腔
ケ
ア
の
知

識
・
手
順
』
と
言
う
タ
イ
ト
ル
で

『
守
口
つ
だ
矯
正
歯
科
・
歯
科
』

の
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
職
員

の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
よ
り
、
口
腔
機
能
維
持
・

向
上
に
関
す
る
取
組
み
強
化
を
実

施
す
べ
く
、
協
力
医
療
機
関
と
連

携
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
ず
は
、
職
員
へ
の
口
腔
ケ
ア
の

知
識
を
学
ぶ
為
に
第
一
回
目
を
開

催
し
ま
し
た
。 

勤
務
の
都
合
を
付
け
て
、
多
数
の

職
員
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

口
腔
ケ
ア
に
よ
り
、
口
腔
の
疾
病

予
防
・
機
能
回
復
、
健
康
の
保
持

増
進
、
さ
ら
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
の
向
上
を
目
指
し
た
技
術
と

言
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
理
解
し

ま
し
た
。 

『
口
腔
ケ
ア
は
大
切
で
す
』 

特
に
歯
周
病
菌
が
身
体
に
与
え
る
影

響
は
、
施
設
の
ご
入
所
者
様
の
発
症

が
多
い
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
な
の
で
、
定
期
的
に
ご
入

所
者
様
の
口
腔
ケ
ア
を
歯
科
衛
生
士

の
指
導
の
も
と
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
協
力
医
療
機
関
に
よ
る
、

専
門
的
な
口
腔
ケ
ア
（
訪
問
歯
科
診

療
）
の
実
施
も
強
化
し
て
い
き
ま
す

。 
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三
月
三
十
日
、
年
度
末
の
委
員
会

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
施
設
で
は
接
遇
委
員
会
、
身
体

拘
束
・
虐
待
防
止
推
進
委
員
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
、
福

祉
用
具
専
門
委
員
会
、
褥
瘡
予
防

対
策
委
員
会
の
五
つ
の
委
員
会
の

ど
れ
か
に
非
常
勤
を
除
く
全
職
員

が
所
属
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
年
度
末
の
最
終
成
果
発
表

で
最
も
優
れ
た
発
表
を
行
っ
た
委

員
会
が
、
全
国
老
人
保
健
施
設
全

国
大
会
で
の
口
演
発
表
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。 

平
成
三
十
年
度
は
、
接
遇
委
員
会

発
表
の
『
当
施
設
に
お
け
る
接
遇

改
善
に
対
す
る
取
り
組
み
』
に
決

定
し
、
十
月
に
開
催
予
定
の
第
二

十
九
回
全
国
介
護
老
人
保
健
施
設

大
会
埼
玉
に
参
加
登
録
を
済
ま
せ

ま
し
た
。 

ま
た
四
月
十
三
日
に
は
新
年
度
委

員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
活
動
テ
ー

マ
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

新
メ
ン
バ
ー
で
の
一
年
間
の
活
動

目
標
を
発
表
す
る
場
で
す
。 

委
員
会
活
動
は
、
多
職
種
と
の
連

携
の
強
化
や
自
己
研
鑽
の
貴
重
な

体
験
の
場
と
も
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
接
遇
委
員
会
の
今
年
の 

標
語
『
引
き
締
め
よ
う
初
心
の

自
分
忘
れ
ず
に
』
を
念
頭
に
今

年
度
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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『接遇委員会発表』 『活動報告会』 


